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財政・金融のプロとして幅広いフィールドで地域に貢献する

国・地域・未来の
架け橋になりたい

生活環境の
整備を

サポートしたい
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財政のことを
知ってもらいたい

災害復旧を
支援したい
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活用してまちづくりに
貢献したい
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伝えたい
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家庭も
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予算編成に
関わりたい
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令和３年度 沖縄振興予算（案）
～沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を

目指し、3,010 億円を計上～

1

港
湾
整
備
の
主
要
事
業

①
那
覇
港
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整
備
事
業

整
備
内
容：岸
壁
（
-12
ｍ
）、
泊
地
（
-12

ｍ
）、
臨
港
道
路

事
業
主
体
：
沖
縄
総
合
事
務
局
、
那
覇

　
　
　
　
　
港
管
理
組
合

②
平
良
港
漲
水
地
区
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ

ナ
ル
改
良
事
業

整
備
内
容：岸
壁
（
-10
ｍ
）、
港
湾
施
設

用
地

事
業
主
体
：
沖
縄
総
合
事
務
局
、
宮
古

島
市

空
港
整
備
の
推
進

　（那
覇
空
港
の
機
能
強
化
等
）

　
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
那
覇
空
港

の
地
理
的
な
優
位
性・潜
在
力
を
活
か
し
、今

後
の
更
な
る
旅
客
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
面
の
高
架
道
路
の
延
伸

整
備
等
、
空
港
施
設
等
の
機
能
強
化
を
推
進

し
ま
す
。   

　
ま
た
、
那
覇
空
港
以
外
の
離
島
空
港
も
含

め
て
、
浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減
災
・
安

全
対
策
、
空
港
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

平良港複合一貫輸送ターミナル　イメージ図

　沖縄は、成長が著しいアジアの玄関口に位置付けられるという地理的特性や全国一高い
出生率など、大きな優位性と潜在力を有しています。これらを活かし、日本経済成長の牽引
役となるよう、国家戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進していきます。

公
共
事
業
関
係
費
等

　
沖
縄
の
観
光
や
日
本
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
物
流

の
発
展
、
県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
支
え
る
道

路
、
港
湾
、
空
港
、
農
林
水
産
業
振
興
の
た
め
に

必
要
な
生
産
基
盤
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
、
学

校
施
設
の
耐
震
化
や
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
、

令
和
元
年
10
月
の
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
首
里

城
の
復
元
に
向
け
た
取
組
等
を
実
施
す
る
た
め
、

１
４
２
０
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
の
主
要
事
業

○
一
般
国
道
58
号
名
護
東
道
路

　
　
事
業
区
間
：
名
護
市
伊
差
川
～
名
護
市
数
久
田

　
　
延
　
　
長
：
６
・
８
㎞

　
　
車 

線 

数
：
４

　
　
事
業
主
体
：
沖
縄
総
合
事
務
局

那覇空港　航空写真（令和２年10月）

名護東道路（世冨慶 IC）

特 集
Special Feature
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農
業
農
村
整
備
の
主
要
事
業

○
宮
古
伊
良
部
地
区
（
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
）

整
備
内
容
：
地
下
ダ
ム
新
設
２
ヶ
所
、

貯
水
池
新
設
１
ヶ
所
、
揚

水
機
場
新
設
６
ヶ
所
、
用

水
路
新
設
55
㎞

○
石
垣
島
地
区（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

整
備
内
容
：
ダ
ム
改
修
５
ヶ
所
、
頭
首

工
改
修
３
ヶ
所
、
揚
水
機

場
新
設
・
改
修
６
ヶ
所
、

用
水
路
新
設
・
改
修
１
０

５
㎞
　

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
　

　
沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確
か
つ
効

果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
沖
縄
振
興

に
資
す
る
事
業
を
県
が
自
主
的
な
選
択
に
基

づ
い
て
実
施
で
き
る
一
括
交
付
金
と
し
て
、

９
８
１
億
円
（
ソ
フ
ト
交
付
金
５
０
４
億
円

／
ハ
ー
ド
交
付
金
４
７
７
億
円
）
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）

　
世
界
最
高
水
準
の
教
育・研
究
を
行
い
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
拠
点
と
な
る
た
め
、

新
研
究
棟
建
設
や
新
規
教
員
採
用
な
ど
規
模

拡
充
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
等

を
核
と
し
た

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
エ

コ
シ
ス
テ
ム

形
成
の
推
進

を
図
る
た
め
、

１
９
０
億
円

を
計
上
し
て

い
ま
す
。

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
い
て
、
琉

球
大
学
医
学
部
及
び
同
大
学
病
院
の
移
設
を

核
と
し
た

沖
縄
健
康

医
療
拠
点

の
整
備
を

推
進
す
る

た
め
、
95

億
円
を
計

上
し
て
い

ま
す
。

沖縄都市モノレールの整備

底原ダム（石垣市）

第 5研究棟（完成イメージ）

ICTを活用した町営塾（与那国町）

地下ダム止水壁の施工状況（宮古島市）

現在の琉球大学医学部及び
同大学病院

牧山ファームポンド（宮古島市）

特 集
Special Feature
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北
部
振
興
事
業
（
非
公
共
）

　
県
土
の
均

衡
あ
る
発
展

を
図
る
観
点

か
ら
、
北
部

地
域
の
連
携

促
進
と
自
立

的
発
展
の
条

件
整
備
と
し

て
、
産
業
振

興
や
定
住
条

件
の
整
備
等

の
た
め
、
35

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
公
共
分
と
合
わ
せ
て
61
億
円)

沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

　
厳
し
い
自

然
的
・
社
会

的
条
件
に
置

か
れ
て
い
る

沖
縄
の
離
島

市
町
村
の
先

導
的
な
事
業

を
支
援
す
る

た
め
、
15
億

円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

　
沖
縄
の

将
来
を
担

う
子
供
達

が
直
面
す

る
深
刻
な

貧
困
の
状

況
に
緊
急

に
対
応
す

る
た
め
、

支
援
員
の

配
置
や
居

場
所
の
運
営
支
援
等
集
中
的
に
行
う
た
め
、15

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

　　
国
際
物
流
拠
点
を
活
用
し
た
先
進
的
な
も

の
づ
く
り
産
業
の
創
出
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
産
業
人
材
の
育
成
等
を
通
じ
た
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
を
推
進
す
る
た
め
、
13
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
小
規
模
離
島
生
活
基
盤

整
備
推
進
事
業

　
小
規
模
離
島
に
お
け
る
海
底
送
電
ケ
ー
ブ

ル
の
整
備
等
を
支
援
す
る
た
め
、
11
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

　
製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
新
た

な
操
業
体
制
等
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の

製
糖
事
業
者
等
に
よ
る
人
材
確
保
対
策
、
県

産
黒
糖
の
需
要
拡
大
・
安
定
供
給
対
策
、
市

町
村
に
よ
る
季
節
工
等
の
宿
舎
・
地
域
活
性

化
に
資
す
る
施
設
整
備
を
支
援
す
る
た
め
、

10
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

　
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
や
、
県
内
企
業
等

の
働
き
方
改
革
・
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る

よ
う
、
既
存
施
設
の
改
修
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー

ク
施
設
の
整
備・活
用
を
支
援
す
る
た
め
、３

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
沖
縄
観
光
サ
ー
ビ
ス
創
出

支
援
事
業
（
新
規
）

　「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
配
慮
し
つ
つ
、沖

縄
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か
し
た
、

沖
縄
な
ら
で
は
の
長
期
滞
在
型
の
新
た
な
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
３

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

　
ソ
フ
ト
一
括
交
付
金
を
補
完
し
、
特
に
沖

縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、

機
動
性
を
も
っ
て
迅
速
・
柔
軟
に
対
応
す
べ

き
市
町
村
等
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
85

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
　

ドローンを活用した物資輸送実証事業（竹富町）

県内コワーキング施設（恩納村「ＵＮＮＡわーく」）

西表島浦内川（竹富町）

名護・やんばるの自然と文化拠点施設整備事業
（名護市）完成イメージ

子供達に対する取組の様子

特 集
Special Feature
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事　　項 令和３年度予算額 前年度予算額 対前年度比
増△減額 比率

１ 公共事業関係費等 142,016※ 141,994 22 100.0
(1)公共事業関係費 134,020※ 133,998 22 100.0
(2)沖縄教育振興事業費 7,996 7,996 0 100.0

２ 沖縄振興交付金事業推進費 98,102 101,356 △ 3,254 96.8
(1)沖縄振興特別推進交付金 50,370 52,173 △ 1,803 96.5
(2)沖縄振興公共投資交付金 47,732 49,183 △ 1,451 97.0

３ 沖縄科学技術大学院大学学園関連経費 19,004 20,349 △ 1,345 93.4
(1)沖縄科学技術大学院大学学園運営費 16,872 16,917 △ 45 99.7
(2)沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費 2,132 3,432 △ 1,300 62.1

４ 沖縄健康医療拠点整備経費 9,457 8,887 571 106.4
５ 沖縄北部連携促進特別振興事業費 3,450 3,450 0 100.0
６ 沖縄離島活性化推進事業費 1,480 1,480 0 100.0
７ 沖縄子供の貪困緊急対策経費 1,460 1,437 24 101.6
８ 沖縄産業イノベーション創出事業費 1,302 1,343 △ 40 97.0

(1)沖縄国際物流拠点活用推進事業費 915 939 △ 24 97.5
(2)沖縄型産業中核人材育成事業費 328 334 △ 6 98.2
(3)沖縄力発見創造事業費 59 70 △ 10 85.0

９ 沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業費 1,069 1,069 0 100.0
10 沖縄製糖業体制強化対策事業 1,002 1,183 △ 181 84.7
11 沖縄観光防災力強化支援事業費 950 950 0 100.0
12 沖縄・地域安全パトロール事業費 730 868 △ 138 84.1
13 沖縄テレワーク推進事業費 301 341 △ 40 88.3
14 新たな沖縄観光サービス創出支援事業 260 0 260 (皆増)
15 駐留軍用地跡地利用推進経費 254 255 △ 1 99.6
16 沖縄の人材育成事業 156 183 △ 27 85.1
17 沖縄酒類製造業の自立的経営促進事業 142 142  0 100.0
18 鉄軌道等導入課題詳細調査 100 100 0 100.0
19 交通動態の変化に対応する道路環境創出事業推進調査費 75 0 75 (皆増)
20 戦後処理経費 2,774 3,068 △ 294 90.4

(1)不発弾等対策経費 2,681 2,956 △ 275 90.7
(2)対馬丸遭難学童遺族給付経費 2 2 0 100.3
(3)対馬丸平和祈念事業経費 21 21 0 100.1
(4)位置境界明確化経費 6 9 △ 3 63.8
(5)沖縄戦関係資料閲覧室事業経費 7 8 △ 1 91.4
(6)所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査 57 72 △ 15 79.5

21 沖縄振興開発金融公庫経費 2,025 895 1,130 226.2
(1)沖縄振興開発金融公庫補給金 2,025 695 1,330 291.3
(2)沖縄振興開発金融公庫出資金 0 200 △ 200 (皆減)

22 沖縄振興推進調査費 40 50 △ 10 80.0
23 交通モード多様化事業推進調査費 4 10 △ 7 35.0
24 沖縄振興特定事業推進費 8,500 5,500 3,000 154.5
25 交通環境創造事業推進調査費 0 125 △ 125 (皆減)
26 その他の経費 6,357 6,003 354 105.9

合　　計 301,012※ 301,038 △ 26 100.0
（注）四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。　　※自動車安全特別会計空港整備勘定計上分を含む。

（単位：百万円、％）　

※令和３年度沖縄振興予算（案）については、以下の内閣府ホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html

令和３年度沖縄振興予算（案）令和３年度沖縄振興予算（案）令和３年度沖縄振興予算（案）令和３年度沖縄振興予算（案）

特 集
Special Feature



沖縄の知られざる魅力が満載！
～OKINAWA41～

以下のQRコードからも各SNSをご覧いただけます。

OKINAWA41
サイト Facebook Ｔwitter Instagram

主  な   特   集  企  画

県内の飲食店を取材し、

お店のこだわりや沖縄の

食材を紹介。オリジナル

のお勧めレシピ動画も紹

介しています。

各市町村の方々から紹介

いただいた「これはうち

の一押し！」という、彩り

豊かな41市町村のグルメ

を紹介しています。

沖縄に関連する書籍を

毎月１冊ピックアップ。

本を通して沖縄の魅力

をお届けしています。

　内閣府では沖縄の知られざる魅力を柔らかく発信するサイト「OKINAWA41」を運営しています。
6,000枚を超える沖縄県の魅力を切り取った写真、沖縄の食材や関連書籍を紹介する特集、県内の大学
生が発信するレポートなどを公開しています。公開している写真はご利用いただけますのでトップペー
ジの「お問い合わせ」から、ご連絡下さい。
　また、SNSでも沖縄のステキな写真や企画情報を随時発信していますので、ぜひご覧下さい。

OKINAWA41 URLはこちら ➡ https://www.okinawa41.go.jp/
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スポーツ産業の未来 vol.2
琉球ゴールデンキングス  

　
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
を
取
り
巻

く
課
題
や
、
そ
れ
に
挑
戦
す
る
企
業
を
紹
介

す
る「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
未
来
」。
２
回
目
と

な
る
今
回
は
、
沖
縄
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
牽

引
す
る
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
と
、

チ
ー
ム
の
新
た
な
拠
点
と
な
る
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
は
、
２
０
０

７
年
に
沖
縄
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
と

し
て
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

当
初
は
観
客
千
名
程
度
と
苦
し
い
時
期
を
経

験
し
ま
し
た
が
、
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
躍
進
を
続
け
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
は
３
０

０
０
名
以
上
の
フ
ァ
ン
が
会
場
を
埋
め
尽
く

す
ま
で
の
人
気
チ
ー
ム
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
な
る
チ
ー
ム
の
可
能
性
を
模
索
し
、

キ
ン
グ
ス
と
沖
縄
市
が
二
人
三
脚
で
構
想
し

て
き
た
「
夢
の
ア
リ
ー
ナ
」
は
、
収
容
人
数

最
大
１
万
人
と
い
う
大
き
な
可
能
性
を
秘

め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
株
式
会
社
取
締
役
社
長

兼
沖
縄
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
の
木
村
達
郎
氏
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

沖
縄
ア
リ
ー
ナ
始
動
！

新
鋭
技
術
に
よ
る
＂
感
動
と
興
奮
＂

　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
は
、
従
来
の
競
技
を
「
す

る
」
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
施
設
で
は
な
く
、

「
観
る
」
こ
と
を

最
大
限
に
楽
し

め
る
空
間
に

な
っ
て
お
り
、国

の
ス
タ
ジ
ア
ム
・

ア
リ
ー
ナ
改
革

で
推
進
す
る
、地

域
活
性
化
の
起

爆
剤
と
な
り
う

る
交
流
拠
点
と

し
て
も
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ト
を
間

近
で
感
じ
ら
れ

る
よ
う
設
計
さ

れ
た
す
り
鉢
状

の
観
客
席
は
８
０
０
０
名
以
上
の
フ
ァ
ン
の

「
感
動
」「
興
奮
」を
引
き
出
す
と
と
も
に
、プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
楽
し
め
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
（
個
室
）、パ
ノ

ラ
マ
ラ
ウ
ン
ジ
、キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、ビ

ジ
ネ
ス
層
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
ま
で
幅
広
い

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
快
適
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
内
の
ア
リ
ー
ナ
で
は
初
と
な
る
常
設

「
４
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
」、
約
２
５
０
ｍ
の
リ

ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
鋭
技
術
の
導
入

の
み
な
ら
ず
、
館
内
や
来
場
前
後
に
お
け
る

混
雑
緩
和
策
と
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情

報
発
信
の
仕
組
み
も
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

6
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リ
ー
ナ
に
込
め
ら
れ
た
想
い

　
こ
れ
ま
で
の
体
育
館
の
概
念
を
大
き
く
変

え
る
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
。「
観
る
」た
め
の
設
え

を
備
え
た
ア
リ
ー
ナ
が
理
解
さ
れ
な
い
頃
か

ら
、
ア
リ
ー
ナ
の
実
現
に
向
け
暗
中
模
索
を

続
け
て
き
た
木
村
社
長
は
、「
竣
工
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
」「
既
に
あ
る
市
場
よ
り
、新
た
な

市
場
を
造
り
上
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
携
わ
り

た
い
」
と
語
り
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
に
象

徴
さ
れ
る
挑
戦
の
ひ
と
つ
が
、
ア
メ
リ
カ
で

長
い
年
月
を
経
て
作
ら
れ
て
き
た
ス
イ
ー
ト

文
化
を
、
日
本
で
、
沖
縄
で
、
遠
く
な
い
将

来
に
根
付
か
せ
る
こ
と
。
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン

キ
ン
グ
ス
の
設
立
時
、
決
し
て
根
付
か
な
い

と
言
わ
れ
な
が
ら
、
沖
縄
で
着
実
に
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
き
た
よ
う
に
、
時
間
を
掛
け
て

新
た
な
観
戦
文
化
を
醸
成
し
て
い
く
試
み
は
、

多
く
の
人
に
夢
を
与
え
う
る
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

新
鋭
技
術
を
身
近
に
感
じ
る
場

　
ア
リ
ー
ナ
内
に
は
、
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
や

配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
導
入
さ
れ
、
新
鋭
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
触
れ
ら
れ
る
場
に
な
る
と

言
い
ま
す
。
施
設
が
陳
腐
化
し
な
い
よ
う
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
重
ね
て
い
く
と
語
る
木
村

社
長
は
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
世
代
で

も
新
た
な
学
び
を
得
ら
れ
る
場
、
実
証
実
験

な
ど
を
通
じ
た
沖
縄
県
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
て
い
く
場
と
し
て
、
発

展
を
続
け
る
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
将
来
像
を
描

き
ま
す
。

　
中
長
期
的
に
は
、
県
民
を
は
じ
め
多
く
の

来
場
者
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
は

元
よ
り
、
沖
縄
経
済
・
社
会
の
発
展
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

キ
ン
グ
ス
と
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
が

創
る
未
来

　
木
村
社
長
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
で
も
あ

る
選
手
の
プ
レ
イ
が
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
大
き

な
空
間
の
最
も
遠
い
最
後
列
の
席
か
ら
で
も
、

ど
う
見
え
て
い
る
か
考
え
て
も
ら
う
こ
と
で

選
手
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す

と
も
語
り
ま
す
。
今
後
、
ひ
と
つ
の
プ
レ
イ

が
明
暗
を
分
け
る
興
奮
が
最
も
高
ぶ
る
試
合

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
を
、
キ
ン
グ
ス

フ
ァ
ン
と
共
に
こ
の
環
境
の
中
で
１
試
合
で

も
多
く
戦
い
抜
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
加
え
て
、
長
年
築
い
た
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

な
ど
と
連
携
し
、
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
ア
リ
ー
ナ
管
理
・
運
営
・
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
）
に
携
わ
る
取
組
は
、
キ
ン
グ
ス
に
と
っ

て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
そ
の
先
に
目

指
す
の
は
、
キ
ン
グ
ス
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
う
で
な
い
方
で
も
楽
し
め
る
場
所
と

し
て
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
が
地
域
に
し
っ
か
り

と
根
付
き
、
よ
り
一
層
親
し
ま
れ
る
存
在
に

な
る
こ
と
。

　
い
よ
い
よ
４
月
10
日
、
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン

キ
ン
グ
ス
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
皮
切
り
に
、

沖
縄
ア
リ
ー
ナ
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今
年
６
月
の
本
格
始
動
を
目
前
に
、
キ
ン
グ

ス
と
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
が
織
り
成
す
「
新
た
な

文
化
」
が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
、
私
た
ち
は
立

ち
会
お
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。7

取材
沖縄スポーツ・ヘルスケア
産業クラスター推進協議会
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仕
事
の

仕
事
の窓
1
推
進
室
発
足

　
観
光
は
沖
縄
の
基
幹
産
業
で
す
が
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、観
光
の
再

生
を
図
る
こ
と
が
沖
縄
全
体
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、沖
縄
総
合
事
務
局

と
し
て
も
、沖
縄
の
市
町
村
な
ど
か
ら
の

観
光
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
吸
い
上

げ
、沖
縄
県
内
に
お
け
る
国
の
部
課
室
横

断
的
な
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
施
策
の
企
画・立
案・調
整
を
積
極
的

に
行
う
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、令
和
３

年
１
月
19
日
付
け
で
、沖
縄
総
合
事
務
局

に
お
い
て
新
た
に「
沖
縄
総
合
観
光
施
策

推
進
室
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

推
進
室
の
体
制

　

　
推
進
室
は
、運
輸
部
長
を
室
長
と
し
て
、

合
計
19
名
の
職
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、国
の
唯一の
総
合

出
先
機
関
で
あ
り
、各
省
庁
の
持
つ
様
々

な
施
策
を
活
用
し
、沖
縄
の
振
興
を
効
率

的・一体
的
に
推
進
し
て
い
く
と
い
う
強
み

が
あ
り
ま
す
。

　
推
進
室
は
、沖
縄
総
合
事
務
局
の
運
輸

部
の
ほ
か
、総
務
部
、財
務
部
、農
林
水
産

部
、経
済
産
業
部
、開
発
建
設
部
の
各
部

か
ら
横
断
的
に
職
員
を
配
置
し
、当
局
の

持
つ
総
合
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体
制

に
な
って
い
ま
す
。

　
発
足
式
で
、吉
住
局
長
は「
市
町
村
や

観
光
関
係
団
体
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要

望
な
ど
も
し
っ
か
り
と
整
理・分
析
し
な
が

ら
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
」、「
各
部
の
業
務
と
の
関
係
で
負
担
が

過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
、上
司
や
同
僚
と

勤
務
状
況
を
共
有
し
つ
つ
、効
率
的
な
業

務
遂
行
を
心
掛
け
て
下
さ
い
」な
ど
と
述

べ
ま
し
た
。

当
面
の
取
組

　
市
町
村
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）、観
光
協
会
、関
係
団
体
な
ど

か
ら
の
様
々
な
観
光
施
策
に
関
す
る
要
望

を
受
け
て
整
理・分
析
し
、推
進
室
で
の
取

組
に
活
か
す
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
て
関

係
省
庁
に
つ
な
ぐ
こ
と
な
ど
に
よ
り
、市
町

村
な
ど
の
観
光
施
策
が
推
進
す
る
よ
う
後

押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
な
要
望

に
つ
い
て
は
、例
え
ば
、観
光
に
関
す
る
人

材
育
成・確
保
や
滞
在
型
観
光
の
推
進
、二

次
交
通
の
確
保
、観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

な
ど
様
々
な
課
題・要
望
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
１
月
19
日
、発
足
式
後
の
勉
強
会
に
お

い
て
、沖
縄
観
光
の
抱
え
る
課
題
や
今
後

推
進
室
が
行
う
取
組
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、２
月
19
日
に
も
勉

強
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、推

進
室
長
を
筆
頭
に
、久
米
島
町
、大
宜
味

村
、名
護
市
な
ど
の
県
内
各
市
町
村
を
訪

問
し
、意
見
交
換
を
通
し
て
地
域
の
課
題
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や
要
望
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、市
町
村
、観
光
地
域
づ
く
り

法
人（
D
M
O
）、観
光
協
会
、関
係
団
体

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
、連
携
施
策
の
検
討
、

予
算
の
確
保・執
行
な
ど
を
進
め
る
予
定

で
す
。
そ
の
上
で
、国
際
的・全
国
的
な
視

点
に
立
ち
、沖
縄
観
光
に
お
い
て
先
端
的・

モ
デ
ル
的
な
取
組
事
例
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
、例
え
ば
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

観
光
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
、県
産
食

材
の
活
用
、体
験
型
観
光
な
ど
の
推
進
に

つ
い
て
、部
局
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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仕
事
の

仕
事
の窓
仕
事
の

仕
事
の窓
2
　「
沖
縄
県
津
波
被
害
想
定
調
査
」に
よ

る
と
、今
後
、沖
縄
本
島
に
お
い
て
最
大
水

位
28
ｍ
の
津
波
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、ま
た
、今
後
30
年
間
に
震
度
６
弱

以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確
率
を
み
る

と
、全
国
に
比
べ
て
確
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
に
比
べて
地
震
の
確
率
が
低
い

大
阪
で
も
平
成
30
年
に「
大
阪
府
北
部
地

震
」が
発
生
し
ま
し
た
。
沖
縄
で
い
つ
地
震

が
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、沖
縄
県
の
県
民
意
識
調
査

に
よ
る
と
、県
民
が
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
施
策
は
、県
全
般
の
重
点
施
策
に
お
い
て
、

「
県
土
保
全
と
防
災
」は
14
位
で
あ
り（
沖

縄
県
2
0
1
9
）、ま
た
、「
自
主
防
災
組

織
活
動
カ
バ
ー
率
」が
都
道
府
県
で
最
下

位
に
な
る
な
ど
、防
災
意
識
が
低
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、沖

縄
で
は
多
く
の
人
が
大
規
模
な
地
震
の
経

験
が
な
い
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、防
災
の
備
え

につい
て
親
子
で
学
ぶ
きっか
け
に
な
る
よ
う
、

｢

備
え
よ
う
、親
子
で
学
ぶ
防
災
展｣

を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、防

災
パ
ネ
ル
と
防
災
ワ
ー
ク
シ
ー
ト（
ク
イ
ズ

形
式
）、非
常
時
持
ち
出
し
セッ
ト（
1
0
0

円
シ
ョッ
プ
で
揃
う
も
の
）の
紹
介
、備
蓄

食
の
試
食
、手
作
り
防
災
グ
ッ
ズ（
新
聞
紙

を
使
っ
た
ス
リ
ッ
パ
）づ
く
り
の
実
演
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、親
子
が
様
々
な
形

で
防
災
の
備
え
に
つ
い
て
見
学・体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
写
真
①
②
）

　
こ
れ
ま
で
は
、専
門
用
語
も
多
い
こ
と
な

ど
も
あ
り
、展
示
パ
ネ
ル
に
ひ
き
つ
け
、じ
っ

く
り
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
内
容

と
なって
い
た
こ
と
が
課
題
で
し
た
。そ
こ
で
、

今
回
学
校
な
ど
で
も
活
用
し
や
す
く
、親

し
み
の
持
て
る
内
容
へ
と
防
災
パ
ネ
ル
を
リ

ニュ
ー
ア
ル
し
、地
震
や
津
波
の
起
こ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
な
ど
、科
学
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
図
解
を
多
用
し
ま
し
た
。
特
に
イ
ラ
ス

ト
や
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
、土
台
を
つ
け
、立

体
感
を
出
し
て
印
象
づ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
災
害
に
対
す
る
心
得
に
つ
い
て
は
、

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
重
要
視
し
、

家
族
の
中
で
の
や
り
と
り
の
場
面
を
イ
ラ

ス
ト
で
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、パ
ネ
ル
は

小
さ
く
軽
量
で
持
ち
運
び
や
す
く
改
良
し

た
た
め
、子
ど
も
で
も
設
営
が
で
き
、背
面

に
は
折
り
た
た
み
式
の
ス
タ
ン
ド
を
取
り
付



11

け
て
あ
る
こ
と
か
ら
、学
校
の
教
室
の
机
や

会
議
室
の
長
机
な
ど
を
活
用
し
、そ
こ
に

立
て
た
り
置
い
た
り
し
て
、並
べて
展
示
が

で
き
ま
す
。（
写
真
③
④
⑤
）

　
令
和
２
年
７
月
１
日
、南
城
市
立
知
念

小
学
校
で
全
校
生
徒（
10
ク
ラ
ス
2
4
7

名
）を
対
象
に
防
災
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

し
た
。は
じ
め
に
防
災
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら

ク
イ
ズ
を
解
い
て
も
ら
い
、地
震
や
津
波
が

発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

「
防
災
マッ
プ
展
示
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、ど

の
ル
ー
ト
で
避
難
す
れ
ば
安
全
な
の
か
を
、

児
童
同
士
で
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま

た
、「
非
常
時
持
ち
出
し
セ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
日
頃
か
ら
何
を
備
蓄
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
児
童
達
か

ら
は「
全
国
的
に
見
て
、沖
縄
は
大
き
な
地

震
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
知
って

驚
い
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。(

写

真
⑥
⑦
）

　
令
和
２
年
10
月
29
日
、沖
縄
県
婦
人
連

合
会
の
定
期
大
会
に
お
い
て
、各
地
区
か

ら
の
役
員
約
60
人
参
加
の
も
と
防
災
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
食

料
を
別
途
備
蓄
す
る
に
は
費
用
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、普
段
の
食
料・日
用
品
を
少
し

多
め
に
購
入
し
、古
く
な
っ
た
も
の
か
ら
消

費
す
る「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」で
あ
れ

ば
容
易
に
実
践
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

防
災
の
備
え
に
つ
い
て
大
変
関
心
を
持
って

も
ら
い
ま
し
た
。（
写
真
⑧
）

　
現
在
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
防
災

を
学
ぶ
D
V
D
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
こ

の
D
V
D
は
、「
基
本
編
」、「
地
震・津
波

編
」、「
災
害
へ
の
備
え
編
」の
３
部
構
成

と
な
っ
て
お
り
、過
去
に
沖
縄
で
起
こ
っ
た

地
震
の
紹
介
や
、今
後
沖
縄
で
地
震
の
起

こ
る
可
能
性
、地
震
への
備
え
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
？
な
ど
、地
震
に
対
す
る
知
識
を

深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
防
災・危
機
管
理
課
で
は
、今
後
と
も
県

民
の
防
災
の
意
識
を
高
め
、日
頃
か
ら
災

害
に
備
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、イ
ベ
ン
ト
や

巡
回
防
災
展（
小
学
校
対
象
）を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。
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　沖縄総合事務局総務部公正取引室（以下「沖縄公正取引室」といいます。）
では、独占禁止法等に対する理解を促進するため、県内において、様々な広報
活動を行っています。
　今号では、今年度に行った入札談合等関与行為防止法等の研修会と独占
禁止法教室についてご紹介します。

　沖縄公正取引室では、入札談合の未然防止を徹底するた
め、例年、沖縄県に所在する地方自治体や国家機関等の職
員向けに、入札談合等関与行為防止法等の研修会を開催し
ています。
　今年度は、那覇市（３回）、名護市、久米島町役場、北大
東村役場等において、当室の職員から入札談合等関与行為
防止法等の説明を行うとともに、新型コロナウイルス感染症
拡大の状況も踏まえ、オンライン方式を導入した研修会や、
動画配信による講義を初めて行いました。
　これら研修会では、入札談合が疑われる状況の説明やそ
のような情報に接した場合は、当室に連絡してほしいということ、発注機関の

職員が入札談合に関与し
た場合、どのような処分が
下されているかなどについ
て、過去の入札談合の事
例を踏まえながら説明を行
いました。

　沖縄公正取引室では、令和３年度も、より多くの方に安心して参加いただけるよう工夫をしながら、皆様
のニーズに合わせた研修会を実施して参ります。お気軽にご連絡ください。（お問合せ先は次頁に記載）
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　沖縄公正取引室では、独占禁止法の役割や意義を理解してもらうため、中学校等の授業に実務
経験を積んだ職員を講師として派遣し、独占禁止法教室を開催しています。

　今年度は、11月26日に沖縄キリスト教学院大学にて対面方式の独占禁止法教室を、1月19日及び26日の
両日に琉球大学にて、オンライン方式（Zoom等）による独占禁止法教室を開催しました。オンライン方式での
独占禁止法教室は、初めての試みでした。
　両大学では、清水公正取引室長
が、企業間での競争の必要性、企
業がマーケティング活動を行う際の
注意点を、実例を交えて説明し、消
費者が正しく商品やサービスを選
択・購入できる市場を形成するため
に必要な、「企業の社会的責任」に
ついて、学生に学んでもらいました。

　今年度は、12月４日に石垣市立石垣中学校、12月17日に
石垣市立白保中学校にて、中学生向けの独占禁止法教室を
開催しました。両中学校では、市場経済の成り立ちから、私的
独占、カルテルなどの内容、過去の違反事例について説明し
ました。
　今年度は、クラスの人数に応じて異なったシミュレーションゲー
ムを行うとともに、講師を勤める沖縄公正取引室の職員に対
する質問タイム、公正取引委員会及び独占禁止法についての
沖縄県の高校入試で、過去に出題された問題の紹介も授業
に取り入れるなど、これまでの中学生向けの独占禁止法教室
とはひと味違う授業内容としました。

　なお、授業では、生徒２人が
「カルテルを行った大企業の社
長役」と「公正取引委員会の
審査官役」に扮し、立入検査
や事情聴取を体験する寸劇も
取り入れ、クラスのみんなが楽
しく公正取引委員会の仕事を
学べるように工夫しています。

沖縄公正取引室では、独占禁止法の役割や意義を理解してもらうため、先生方のニーズに
合わせた方法・内容で、独占禁止法教室を開催しています。お気軽にご連絡ください。
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支
援
室
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、活
動
が
制
限
さ
れ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、各
市
町
村
に
お
け
る

課
題
や
要
望
を
よ
り
正
確
に
理
解
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
、精
力
的
に
各
市
町
村
を
訪
問
し
、

首
長
や
市
町
村
の
企
画
立
案
担
当
者
ら
と
意

見
交
換
を
行
い
、市
町
村
の
皆
様
と
共
に
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
市
町
村
か
ら
は
、沖
縄
総
合
事
務
局
内
に
現

地
の
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、今
ま

で
は
東
京
に
行
って
調
整
し
て
い
た
案
件
を
、地

元
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
、便
利

に
な
っ
た
と
の
声
も
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
室
の
取
組

　
各
市
町
村
を
訪
問
し
、意
見
を
交
わ
す
中
で
、

多
く
の
ご
相
談
を
頂
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、新

規
事
業
の
実
施
に
あ
た
って
の
補
助
メ
ニュ
ー
の

相
談
や
過
去
の
補
助
事
業
で
整
備
し
た
施
設

設
備
の
財
産
処
分
手
続
き
に
関
す
る
相
談
、広

域
的
な
交
通
網
に
関
す
る
調
査
や
災
害
復
旧

に
関
す
る
相
談
、鳥
獣
被
害
対
策
に
係
る
国
の

支
援
メ
ニュ
ー
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
、幅
広
い

内
容
の
ご
相
談
を
受
け
、補
助
メ
ニュ
ー
の
ご

提
案
や
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ

て
各
省
庁
等
に
相
談
内
容
を
つ
な
ぐ
な
ど
、市

町
村
の
施
策
や
課
題
が
前
に
進
む
よ
う
に
後
押

し
し
て
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
、市
町
村
間
の
相
互
理
解
や
連
携
強

化
、各
々
が
抱
え
る
課
題
解
決
等
の一
助
と
し
て

い
た
だ
く
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
市
町
村
等

職
員
向
け
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
各
市
町
村
の
魅
力
あ
る
特
産
品
を
知
って

も
ら
う
た
め
、沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
那
覇
第

２
地
方
合
同
庁
舎
内
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に

お
い
て
特
産
品
を
取
扱
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
初
回
は
、八
重
山
地
域
の
特
産

品
で
あ
る
泡
盛
や
地
ビ
ー
ル
、各
地
の
マ
ー
ス

（
塩
）等
の
販
売
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
支
援
室
で
は
、今
後
も
、様
々
な
方
法
で
市
町

村
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

更
な
る
支
援
強
化
に
向
け
て

　
支
援
室
で
は
、今
後
、更
な
る
支
援
体
制
強

化
の
た
め
、４
月
よ
り
新
た
な
体
制
で
対
応
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
沖
縄
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
が
大
き

な
打
撃
を
受
け
る
中
、沖
縄
観
光
の
再
生
に
向

け
、１
月
19
日
付
け
で
発
足
し
た
、「
沖
縄
総

合
観
光
施
策
推
進
室
」と
も
連
携
し
、沖
縄
振

興
策
の
更
な
る
効
果
発
現
に
向
け
て
、き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
町
村
の

ご
担
当
者
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、ご
意
見
や
ご
相

談
な
ど
、様
々
な
声
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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　今
回
、「
お
笑
い
」（
㈱
よ
し
も
と
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
沖
縄
：
以
下
「
よ
し
も
と
沖
縄
」

と
い
う
。）×「
教
育
」（
沖
縄
国
際
大
学
：
以

下
「
沖
国
大
」
と
い
う
。）×「
財
政
」（
美
ら

ざ
い
コ
ネ
ク
ト（
※
））と
い
う
異
色
の
組
み

合
わ
せ
で
、沖
国
大
主
催
の
学
生
支
援
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
※
）美
ら
ざ
い
コ
ネ
ク
ト（
以
下
「
美
ら
コ
ネ
」

と
い
う
。）と
は
、美
ら
島
の
価
値
創
造・

課
題
解
決
に
向
け
、財
務
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、地
域
の
各
主
体
と
の「
つ

な
ぎ
役
」を
果
た
す
若
手・中
堅
職
員
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
す
。

　美
ら
コ
ネ
が
、業
務
で
つ
な
が
り
の
あ
る

沖
国
大
の
担
当
者
に
対
し
て
、地
域
貢
献

業
務
に
係
る
よ
し
も
と
沖
縄
と
の
連
携
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
旨
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

沖
国
大
か
ら
、学
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
の一環

と
し
て
、「
大
切
な
夢
」を
テ
ー
マ
に
し
て
よ

し
も
と
芸
人
か
ら
講
演
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　美
ら
コ
ネ
は
、地
域
の
人
材
育
成
へ
協
力

す
る
観
点
か
ら
、よ
し
も
と
沖
縄
の
担
当

者
に
対
し
て
、沖
国
大
へ
の
講
師
派
遣
は
、

沖
縄
の
未
来
を
担
う
学
生
へ
の
支
援
で
あ

り
、将
来
的
に
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

取
組
で
あ
る
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、よ
し
も
と
沖
縄
は
、当
該
取
組
に

理
解
を
示
し
、よ
し
も
と
芸
人（
大
屋
あ
ゆ

み
氏
）の
講
師
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。

　聴
覚
障
が
い
の
あ
る
ご
両
親
の
下
に
生

ま
れ
た
大
屋
あ
ゆ
み
氏
は
、家
族
の
愛
情

に
支
え
ら
れ
つ
つ
、小
さ
い
頃
か
ら
現
在
ま

で
に
遭
遇
し
た
様
々
な
苦
境
に
お
い
て
、勇

気
を
出
し
て
行
動
し
た
結
果
、い
ろ
い
ろ
な

人
に
も
助
け
ら
れ
、夢
を
1
つ
1
つ
叶
え
る

事
が
出
来
た
こ
と
に
つ
い
て
、笑
い
を
交
え

つ
つ
熱
く
語
って
い
ま
し
た
。

　学
生
は
、「
親
に
伝
え
る
事
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
け
れ
ど
、将
来
の
夢
に
つ
い
て
話

す
こ
と
と
し
た
い
。」、「
い
つ
も
は
臆
病
で

発
言
で
き
な
い
け
れ
ど
、大
屋
さ
ん
の
話
で

勇
気
を
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
た
。」

な
ど
、次
々
と
発
言
し
、セ
ミ
ナ
ー
は
予
定

時
間
を
30
分
以
上
も
超
過
す
る
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

　美
ら
コ
ネ
は
、沖
国
大
と
調
整
し
、講
演

の
冒
頭
、「
我
が
国
の
財
政
事
情
」等
の
資

料
を
配
付
し
、日
本
の
財
政
の
現
状
等
に

つ
い
て
広
報
し
ま
し
た
。
今
回
の
取
組
は
、

地
域
の
人
材
育
成
に
寄
与
で
き
、沖
国
大

か
ら
も
感
謝
さ
れ
、ま
た
、財
務
省
施
策
の

広
報
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
美
ら
コ
ネ
は
、

今
後
も
、地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
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1
月
14
日
、沖
縄
県
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、地
球
温
暖
化
に
対
す
る
国

の
動
向
や
沖
縄
地
域
の
取
組
を
県
内
に
広

く
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
、環
境
省
九

州
環
境
事
務
所
と
共
催
で『
令
和
２
年
度

沖
縄
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー・温
暖
化
対
策
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、経
済
産
業
省
及
び
環
境
省
よ

り
、日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
現
状
や
、

気
候
変
動
対
策
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、次
に
、県
環
境
部
環
境
再
生
課
か
ら

「
沖
縄
県
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
等
の
取
組
」
と
題
し
て
、現
在
策
定
中

の
第
２
次
沖
縄
県
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
に
お
い
て
、二
〇
三
〇
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
二
〇一
三
年
度
比

26
％
削
減
と
す
る
中
期
目
標
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
特
別
講
演
と
し
て
国
立
環
境
研

究
所
よ
り
「
地
球
温
暖
化
対
策
と
企
業
の

S
D
G
s
経
営
」
と
題
し
、S
D
G
s
を

経
営
理
念
に
取
り
入
れ
た
、温
暖
化
対
策

へ
の
取
組
み
及
び
気
運
の
高
ま
り
や

S
D
G
s
に
よ
り
広
が
る
可
能
性
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
、参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
って
い
ま
し
た
。

　
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
今

後
、よ
り
重
要
に
な
り
ま
す
が
、当
局
で
は

脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
、一
層
の
普
及
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。

7

財
務
専
門
官
って
何
？

　
財
政
、国
有
財
産
、金
融
に
関
す
る
施

策
を
地
域
の
声
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る「
財

務
専
門
官
」。
国
と
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
な
り
、財
務
省・金
融
庁
の
重
要
施
策

を
実
施
し
広
報
す
る一方
で
、地
域
の
要
望

や
地
域
経
済
の
動
向
を
国
に
素
早
く
伝
達

す
る
こ
と
で
、地
域
に
貢
献
す
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
躍
の
場
は
多
岐
に
渡
り
、財
政・

金
融
の
専
門
的
な
知
識
を
活
か
し
、い
ろ
い

ろ
な
夢
に
挑
戦
す
る
た
く
さ
ん
の
仲
間
が

い
ま
す
。
沖
縄
管
内
で
は
沖
縄
総
合
事
務

局
財
務
部
が
そ
の
業
務
を
行
って
い
ま
す
。

財
務
専
門
官
に
な
る
に
は
！

　「
財
務
専
門
官
」に
な
る
た
め
に
は
、財

務
専
門
官
採
用
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、財
務
部
で
は
、「
財
務
専
門

官
」の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、よ
り
多
く

方
に
受
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、大
学
生

を
対
象
と
し
た
業
務
説
明
会
を
積
極
的
に

開
催
し
て
お
り
、今
後
も
随
時
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
申
込

期
間
は
、3
月
26
日
～
4
月
7
日
の
13
日

間
と
な
っ
て
お
り
、申
込
み
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
う
こ
と
と
なって
お
り
ま
す

（
本
誌
裏
表
紙
参
照
）。

　
国
・
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
方
、財

政・金
融
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
！「
財
務

専
門
官
」
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
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　授
業
で
は
、沖
縄
総
合
事
務
局
の
農
林

水
産
部
や
土
地
改
良
総
合
事
務
所
の
業

務
概
要
に
加
え
、糸
満
市・八
重
瀬
町
で
実

施
さ
れ
た
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
沖

縄
本
島
南
部
地
区
」の
概
要
を
説
明
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
で
造
成
さ
れ
た
地
下
ダ

ム
が
地
下
水
を
貯
留
す
る
仕
組
み
を
は
じ

め
、揚
水
機
場
や
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
な
ど
の

か
ん
が
い
施
設
に
よ
って
農
業
用
水
が
ほ
場

へ
届
く
ま
で
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
ま
し
た（
※
）。

　続
い
て
、国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員

と
の
違
い
や
、国
家
公
務
員
に
な
る
こ
と
で

経
験
可
能
な
様
々
な
業
務
、さ
ら
に
は
本

年
度
新
規
採
用
さ
れ
た
若
手
職
員
自
ら
に

よ
る
就
活
体
験
談
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。　受

講
し
た
生
徒
か
ら
は
、国
家
公
務
員

の
給
与・休
暇
な
ど
の
待
遇
条
件
な
ど
の

具
体
的
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　農
林
水
産
部
で
は
、今
後
も
沖
縄
県
内

の
高
校
生
に
向
け
て
国
の
施
策
や
農
業
農

村
整
備
事
業
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

国
の
役
割
や
国
家
公
務
員
の
仕
事
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、出
前
授
業
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
回
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
頂
い
た

与
那
嶺
国
彦
校
長
、比
嘉
禎
久
教
諭
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

（
※
）地
下
ダ
ム
と
は
、地
中
に
水
を
通
さ
な
い
壁（
止

水
壁
）を
つ
く
って
地
下
水
の
流
れ
を
せ
き
止
め
る
こ

と
で
、農
業
用
水
を
溜
め
る
施
設
の
こ
と
で
す
。
地

下
ダ
ム
に
溜
ま
っ
た
水
は
、取
水
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ

ら
れ
、一時
貯
水
施
設
で
あ
る
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
に
貯

え
ら
れ
た
後
、ほ
場
へ
と
送
水
さ
れ
ま
す
。
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1
月
19
日
、当
局
が
事
務
局
を
務
め
る

「
沖
縄
産
学
官
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
協
議

会
」に
お
い
て
、沖
縄
産
学
官
イ
ノ
ベ
ー
ショ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０（
以
下
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
」）を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、県
内
企
業
へ
産
業

技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
向
け
た
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
、産
総
研
の
周
知
を

図
り
さ
ら
な
る
連
携
促
進
を
進
め
る
た
め
、

沖
縄
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内
に
産
総
研

の
常
設
相
談
体
制
を
新
た
に
構
築
し
た
こ

と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、前
述
の
相
談
体
制
の
新
設
に
係

る
周
知
を
図
る
た
め
、産
総
研
の
概
要
や

企
業
連
携
の
取
組
紹
介
及
び
産
総
研
研

究
者
に
よ
る
県
内
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
内
容
の
W
E
B
講
演
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
沖
縄
産
学
官
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
協

議
会
で
は
、沖
縄
県
の
産
業
の
高
度
化
、並

び
に
新
た
に
成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
の

創
出
及
び
技
術
連
携
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、今
後
は
前
述
の
相
談
体

制
と
連
携
す
る
こ
と
で
県
内
企
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
や
地
域
課
題
の
解
決
が

加
速
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
産
総
研
で
は
、A
I
や
I
o
T
、バ
イ
オ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
と
い
っ
た
よ
う
な
幅
広

い
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
県
内

企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、従
来
か
ら
抱
く

技
術
的
な
課
題
や
悩
み
、ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で

新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
挑

戦
す
る
際
に
生

じ
た
新
た
な
技

術
的
な
課
題
な

ど
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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沖
縄
県
で
は
自
動
車
保
有
台
数
が
年
々
増

加
し
、マ
イ
カ
ー
が
主
な
移
動
手
段
と
な
り
、バ

ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
の
利
用
率
が
低

く
、特
に
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
を
中
心
に
、慢

性
的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

マ
イ
カ
ー
利
用
は
バ
ス
の
約
２・５
倍
の
二
酸
化

炭
素
を
排
出
す
る
た
め
※
、地
球
温
暖
化
対
策

の
観
点
か
ら
も
公
共
交
通
利
用
促
進
が
急
務
と

なって
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、沖
縄

総
合
事
務
局
で
は
通
勤
急
行
バ
ス「
通
勤
ラ
イ

ナ
ー
」の
実
証
運
行
を
、令
和
３
年
１
月
18
日

か
ら
29
日
ま
で（
平
日
の
み
）行
い
ま
し
た
。

※
環
境
：
運
輸
部
門
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

「
２
．輸
送
量
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
」 - 

国
土
交
通
省

https://w
w

w
.m

lit.go.jp/sogoseisaku/
environm

ent/sosei_environm
ent_

tk_000007.htm
l

　
今
回
の
実
証
運
行
に
お
い
て
は
、「
う
る
ま

ル
ー
ト
」（
具
志
川
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
～
県
庁
北

口
）、「
南
城
ル
ー
ト
」（
南
城
市
役
所
～
県
庁
南

口
）及
び「
糸
満
ル
ー
ト
」（
糸
満
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
～
県
庁
北
口
）の
３
つ
の
ル
ー
ト
に
お
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
で
朝
２
便
、夕
刻
２
便
ず
つ

運
行
し
ま
し
た
。
運
賃
は
無
料
で
、ゆ
っ
た
り

座
る
こ
と
の
で
き
る
貸
切
バ
ス
を
用
意
し
ま
し

た
。
車
内
で
は
無
料
のW

i-Fi

、モ
バ
イ
ル
バッ

テ
リ
ー
を
設
置
。
自
由
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、よ
り

快
適
に
通
勤
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
ま
し
た
。
ま
た
、マ
イ
カ
ー
か
ら「
通
勤
ラ
イ

ナ
ー
」に
乗
換（
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
）が
で
き

る
よ
う
、駐
車
場
を
準
備
し
た
ほ
か
、車
内
で

渋
滞
状
況
に
応
じ
た
到
着
予
定
時
刻
の
随
時

情
報
提
供
を
実
施
し
、「
う
る
ま
ル
ー
ト
」及
び

「
糸
満
ル
ー
ト
」に
お
い
て
は
、

モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
と
接
続
し
、

渋
滞
状
況
に
応
じ
て
、モ
ノ

レ
ー
ル
へ
の
乗
り
換
え
が
選
択
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
無
料

W
i-Fi

の
上
に
、各
駅
停
車
で
は
無
い
の
で
運

行
も
ス
ム
ー
ズ
」、「
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
よ
う
に

駐
車
場
を
探
す
必
要
が
な
い
の
で
楽
だ
っ
た
」

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、今
回
の
実
証
実
験

に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、今
後
、

路
線
バ
ス
事
業
と
し
て
の
運
行
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、マ
イ
カ
ー
通
勤
か
ら
バ
ス
通

勤
への
利
用
転
換
の
促
進
を
図
って
参
り
ま
す
。

10
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令
和
２
年
12
月
23
日
よ
り
、実
証
事
業

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
は
、ス
マ
ー

ト
フォン
を
利
用
し
て
専
用
W
e
b
サ
イ
ト

（
※
）に
て
、モ
ノ
レ
ー
ル
、路
線
バ
ス（
カ
リ
ー

観
光
、東
京
バ
ス
、や
ん
ば
る
急
行
バ
ス
）の

電
子
化
さ
れ
た
乗
車
券
や
観
光
施
設（
沖

縄
美
ら
海
水
族
館
、首
里
城
公
園
）の
電

子
化
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
、乗
車
券
や
チ
ケ
ッ
ト
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
画
面
に
表
示
さ
せ
る
こ
と
で
、都
度
購

入
す
る
こ
と
な
く
、ス
ム
ー
ズ
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、ま
た
、複
数
の
乗
車
券
や
チ

ケ
ッ
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
お
得
な
商
品
も

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、令
和
3
年
3
月
17
日
か
ら
は
、

目
的
地
ま
で
の
ル
ー
ト
検
索
機
能
や
地
図

サ
ー
ビ
ス
、商
業
施
設
の
割
引
ク
ー
ポ
ン
の

提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
１
月
25
日
か
ら
実
証
事
業
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
が
ん
ず
ぅ
あ
い
の
り

タ
ク
シ
ー
」を
運
行
し
、利
用
者
は
、専
用

ア
プ
リ
か
ら
、乗
車
予
約
や
運
賃
支
払
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
複
数
の
利
用
者

が
同
乗（
相
乗
り
）の
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
行
き
先
に
応
じ
た
最
適
な
ル
ー
ト
を
シ

ス
テ
ム
が
設
定
し
、運
転
者
に
ル
ー
ト
情
報

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、１
日
乗
車
券
や

30
日
乗
車
券
な
ど
、定
額
で
期
間
中
何
回

で
も
利
用
で
き
る
乗
車
券（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
）の
他
、施
設
入
場
券
と

乗
車
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
お
得
な
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
取
組
に
つ
い
て
も
、３
月
で
いっ

た
ん
終
了
と
な
り
ま
す
が
、沖
縄
総
合
事

務
局
で
は
、今
後
、本
格
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
行
わ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
を
行

い
、公
共
交
通
の
利
用
環
境
の
向
上
及
び

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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仕
事
の

仕
事
の窓

　
令
和
３
年
２
月
18
日
に
、那
覇
第
２
地

方
合
同
庁
舎
２
号
館
１
階
に「
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎

サ
テ
ラ
イ
ト
店
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
内
の
国
の
合
同
庁
舎
で
は
初

の
コ
ン
ビ
ニ
参
入
で
、飲
食
物
の
販
売
は

も
と
よ
り
、A
T
M
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
各
種
証
明
書
を
取
得
で

き
る
機
器
が
設
置
さ
れ
、来
庁
者
等
の
利

便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、昨
年

４
月
に「
沖
縄
市
町
村
施
策
支
援
室
」を

設
置
し
、市
町
村
に
よ
る
沖
縄
振
興
施

策
の
企
画
立
案
を
積
極
的
に
後
押
し
す

る
と
と
も
に
、各
圏
域
市
町
村
等
に
対
す

る
相
談
体
制
の
強
化
及
び
市
町
村
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の一
環
と

し
て
、沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、同
店
に
お
い
て
県
内
各
市

町
村
の
特
産
品
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
は
、八
重
山
地
域
の
特
産
物（
泡

盛
や
地
ビ
ー
ル
、各
地
の
マ
ー
ス（
塩
）な

ど
）の
販
売
が
行
わ
れ
て
お
り
、６
月
以

降
、順
次
約
３
ヶ
月
毎
に
、今
後
２
年
間

の
サ
イ
ク
ル
で
県
内
全
市
町
村
の
特
産

品
の
販
売
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

12

　
令
和
２
年
12
月
17
日
、沖
縄
地
方
交

通
審
議
会（
会
長 

上
原 

義
信
）か
ら
沖

縄
総
合
事
務
局
長（
吉
住 

啓
作
）に
対

し
て「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木

船
運
航
業
最
低
賃
金
」、「
沖
縄
海
上
旅

客
運
送
業
最
低
賃
金
」の
改
正
に
関
す

る
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

答
申
ど
お
り
の
改
正
を
決
定
し
、令
和

３
年
4
月
上
旬
に
発
効
予
定
で
す
。

　
船
員
の
最
低
賃
金
は
、最
低
賃
金
法

の
特
例
規
定
に
よ
り
、業
種・航
行
区
域・

総
ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通
大
臣

又
は
地
方
運
輸
局
長
等
に
よ
り
月
額
で

決
定
さ
れ
ま
す
。
沖
縄
管
内
適
用
分（
当

局
長
決
定
）と
し
て
は
、「
内
航
鋼
船
」、

「
海
上
旅
客
」の
２
業
種
で
あ
り
、職
員

（
船
長
や
機
関
長
等
の
役
職
の
あ
る
者
）、

部
員（
職
員
以
外
）そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
毎

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
正
後
の
最
低

賃
金
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、海

上
旅
客（
令
和
３
年
２
月
19
日
〜
）、内

航
鋼
船（
同
年
３
月
18
日
〜
）が
改
正
発
効
さ
れ
、

他
の
全
て
の
地
方
運
輸
局
等
に
お
い
て
も
同
様

に
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 （すべて月額）

業種別 職種等 最低賃金額
（改正前の額）

引き上げ額
（増加率）

沖縄内航鋼船運航業
及び

木船運航業

職員 250,050円
（249,550円）

500円
（0.200%）

若年職員（特定の養成施設課
程を修了し勤務期間が短い者

233,600円
（233,100円）

500円
（0.214%）

部員 191,450円
（190,950円）

500円
（0.261%）

部員（海上経歴3年未満） 182,150円
（181,650円）

500円
（0.275%）

沖縄海上旅客運送業
職員 246,800円

（246,450円）
350円

（0.142%）

部員 185,350円
（185,000円）

350円
（0.189%）

那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
１
階

那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
１
階
にに        

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
がが
オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！



@zaimukyoku @MOF_LFB_recruit

財務省財務局 詳しくは、財務局採用HPへ
財務省大臣官房地方課試験係
TEL.03-3581-4111（内線2775）

財務専門官

2021年度 財務専門官 採用試験
受付期間：3/26（金）～4/7（水）　第1次試験：6/6（日）

財政・金融のプロとして幅広いフィールドで地域に貢献する

国・地域・未来の
架け橋になりたい

生活環境の
整備を

サポートしたい

大好きな
この町の
役に立ちたい

地域金融を
支えたい

財政のことを
知ってもらいたい

災害復旧を
支援したい

国有財産を
活用してまちづくりに
貢献したい

財務専門官、たくさんの夢。

地域の実情を
伝えたい

しごとも
家庭も

大切にしたい

予算編成に
関わりたい

群星
むりぶし

群
星

む
り
ぶ
し

特集
沖縄総合事務局
情報発信サイト

ホームページ Twitter Facebook 広報誌

広報誌［群星］はこちらからもご覧いただけます。

TEL.０９８-８６６-００９１


